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埼北ポニーウィンズクラブ

説 会入団説明会

２００８年１２月１４日

何故クラブチームなの？何故野球なの？

人間は社会との｢つながり｣「存在価値」を感じて生きていたい
（それを意識し始めるのが中学生の時期、安心したい、嬉しいと感じたい）

↓

今の世の中｢つながり｣を感じにくい なぜ？
今の世の中「存在価値」が低くなりやすい なぜ？今の世の中 存在価値」が低くなりやす なぜ

↓

社会構造の変化がそうさせている（電子情報化）
（「個人主義」閉鎖、五感が希薄・「つながり」は五感で感じる）

↓

中学生時代に大切なこと
それは｢つながり｣と「存在価値」を感じさせること

↓

野球（集団・チーム）を通じて「思うこと」「感じること」
「見つけること」「伝えること」などの基本的な「心の姿勢」を養う

↓

ウ ンズの心得ウィンズの心得

○こんな中学生になってほしい
一歩先を見る習慣、小さな準備が出来る人間に成長させたい。

○それはなぜ？
今の子供はまず感覚、感覚は人によって全て違う。野球を通じて、チームを通じて、
同じ感覚の仲間を形成すること。⇒感覚だけでは通用しない社会が待っている。
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とは
１．世界の子供たちと試合の出来る

唯一の硬式野球団体
国際感覚国際感覚
の醸成の醸成

ＰＯＮＹ とは仔馬の名前であると同時に

『Protect Our Nations Youth：国の青少年を守ろう』
という意味も込められており、健全な青少年育成のためのプログラムです。

２．指導理念に基づいた一貫指導 主役は主役は
子供たち子供たち

～日本ポニーベースボール協会 伊藤慎介理事長～
野球の練習、試合をとおして選手たちを心身共に鍛練し

『社会に役立つ未来の人材を育成する』

子供たち子供たち

チーム方針
目的 野球の練習、試合を通して選手たちを心身共に鍛練し

『社会に役立つ未来の人材を育成する』
人間力（総合力）の育成 心の力 頭の力 体の力

目標

指導方針

『全国の中学チームのお手本となる

日本一の実力クラブ』

・人間力（総合力）の育成･･･心の力、頭の力、体の力

『礼を学びチ ムワ クを育む』『礼を学びチームワークを育む』
１．夢の実現に向けて、チームワークを柱に全員の力で戦う

○一人一人が大切な戦力。役割を分担し責任を持つ。

２．基本徹底
○感謝の心、物事への取り組む姿勢、挨拶を重視（ウィンズの心得）
○野球=学習=日常生活
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実績 1998年3月結成
関東大会：春6回(ベスト４ 3回 ベスト８ 1回)

秋8回(優勝1回 ベスト４ 2回 ベスト８ 2回)

チーム紹介

活動状況

秋8回(優勝1回 スト４ 2回 スト８ 2回)
全国大会：夏5回(ベスト８ 1回)

秋6回(優勝1回 ベスト４ 3回)

毎週土・日曜・祭日に練習または試合（公式戦、オープン戦）
※昼食必要な場合は、弁当または500円持参

公式戦：日本選手権（夏）、コルト大会（秋）、AP大会公式戦 日本選手権（夏）、 ルト大会（秋）、 大会
春・秋関東大会、ブロック予選、1年生大会（春）
AP大会予選、新潟大会（8月）、西ブロック大会、
その他（日米親善他）※日本選手権、新潟大会以外は全てリーグ戦

遠征・合宿 新潟大会は遠征 合宿、08年は7月に福島
2008年チーム全試合数 約150戦

安全面について
1. 保護パット導入検討

心臓震盪予防のため、投手用に導入。

内野手にも導入検討中内野手にも導入検討中。

2.AED（自動体外式除細動器） の準備

（1）球団は2008年4月より 富士電機（1）球団は2008年4月より、富士電機

練習時にチーム用として常設。

（２）ポニー協会は各試合場での常設を

推進しております。
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入団時諸経費その他

月会費 ・・・ ７，０００円（遠征費含む）

本部登録料 ・・・ ４ ５００円（年１回２月）本部登録料 ・・・ ４，５００円（年１回２月）

スポーツ傷害保険 ・・・ １，８００円（年１回２
月）用具代 〔入団時に必要となるもの〕

ウィンズ試合用帽子 ・・・ ５，４００円
グランドコート ・・・１０，０００円
刺繍入り遠征バッグ ・・・ ９，０００円

計２４ ４００円

試合用ユニフォームは
夏以降に注文予定です。

１３，５００円

計２４，４００円

〔各自で用意いただく用具〕

練習着（白）上下、アンダーシャツ（紺）、練習用帽子（白）、ベルト（黒）
ストッキングローカット（試合用紺、練習用白）、
スパイク金具（黒）、スライディングパンツ、グラブ
※バット、ミット、ファーストミットはチームにて準備


